














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平成18年度 122件 99件 （7件） 23件
平成19年度 141件 100件 （5件） 41件
平成20年度 145件 99件 （4件） 46件
平成2f年度 137件 95件 （8件） 42件
平成22年度 133件 78件 （3件） 55件
平成23年度 172件 93件 （6件） 79件
平成24年度 162件 86件 （3件） 76件
平成25年度
※美浜斎苑以外の火葬件数の記録は平成18年度から
に眺め的確に把握していたからこそ，「簡略化から消滅の方向」を一抹の危惧もって注視していた
のであった。
　ちなみに，美浜町の町営火葬場（美浜斎苑）は「住民の宗教的感情に適合し，公衆衛生その他公
共福祉の見地からする適切な火葬炉建設の要請」［美浜町1975，210］により建設され，昭和40年
6月に最初の火入れが行われた。建設事業費は3300，000円，ブロック平屋建て56m2（17坪），重
油ボイラー式火葬炉2基で，翌年には付属休憩所を建設し，次年には葬送用専用自動車（セドリッ
ク・バン）を購入し，利用者の便宜と業務の効率的な運用を図ったもので，備考に「部落によって
は未だ2～3，部落施設による火葬（新庄外）を行い，また埋葬の旧慣も残っている」（同）と付
記している。なお，利用者の推移は表1「美浜斎苑利用状況」［美浜町住民課提供］参照。
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　平成18年度以降の埋葬許ロ∫証交付件数と斎苑での火葬件数斎苑以外での数仙を比較すると年
毎に隣接する敦賀市の敦賀斎苑での火葬が順次増加していることがわかる、，これはむろん同市内に
ある葬儀社3社の利用増によるものである。小林氏は「各集落において古くから受継がれてきた方
法で土葬，火葬を行ってきたが，現在では宮代一区を除いてすべてが火葬になった、。隣接の三方町
も同年代に霊枢車を常備し小浜市と特別契約を結んでそこで処理していたが，昭和53年に最新式
の火葬施設を設けたために，それまで大’トが土葬であったのが一’挙に火葬に変わってしまった，し
かしまれに遺言により埋葬するものもあり，最近では昭和51年9月に1件が認可されている」と
している［福井県，1984，236］。備考の「埋葬のIE｜慣」の余燈がまだ10年ばかり続いていたことが
よくわかる、
　では，高度成長期以降の日本社会の
著しい変化を背景にした火葬場の建設
と，その後の葬祭業者の葬儀への関与
によって，何が変わり何が変わらな
かったのか，さらに何が新たに加わっ
たのかについて，いくつか指摘してお
く。なお，菅浜の事例と町内全域の傾
向では若丁の差異はあるが，それほど
の大差はない、。また，宗旨や個人差は
当然ありなるべく旧習を継承している
家・地区を重視した。
　まず，（1）無くなったものとしては．
　①土葬②葬式組③家葬礼・野葬礼・
庭葬礼④役割分担表⑤葬具作り．同時
に天蓋・幡・花笠・ハナガシ・寵・輿・
龍頭・三角の卍なども消失。⑥会葬者
への非時食・赤飯の振る舞い⑦願晴ら
し⑧米の香典⑨自宅での湯灌⑩出たち
の門火・焼き豆の呪法⑪その他　善の
綱や耳塞ぎ餅・ツチノコ・流れ灌頂・
一番鉦などの周知・クイアワセなどは
それ以前から消滅。オガミヤサン・カ
ミサンに死後の状況を聞く降霊もほぼ
なくなった。ミドリトーバは一部寺院
で継承。清めの塩は葬儀場に備えてあ
るが，個人次第で激減しつつある。服
忌帳の死忌の意識も薄くなった。村営
の火葬場も取り壊された。総体的には
裟
溜
写真30 玄関に立てられたハナカゴと
花輪・龍頭（美浜町野L卜Lド成ll年）
写真31　祭壇の供物（同）
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ケガレ意識は希薄化しつつある。葬儀場では最近仏像を中心に安置し須弥山を象った仏閣風の祭壇
（輿祭壇）から菊花を中心にアレンジしたものへと変化が見られる。
　（2）変わらないものとしては，
　①北枕②魔除けの刃物③手向けの水④半紙を神棚・床の間に吊るす⑤茶碗割り⑥拾骨の作法⑦
四十九の笠の餅⑧大法炬・蓮（白・金・銀）・四花・昼飯・位牌袋⑨盛籠・生花・花輪⑩友引の回
避⑪盆の精霊棚・高灯篭は一部に残存。⑫葬式道を通り，同じ道を往復しない。
　（3）新たに付加されたものとしては，
　①遺族から故人への感謝の言葉（色紙）②故人の人生を映像で紹介。時には好みの音楽を流す③
葬式の司会（業者による）。④死化粧⑤仏衣やハシタテメシも以前はなかった。⑥通夜の会葬客が
葬礼より多いことがある。家族が遠隔地に分散化したことにより，シアゲや初七日，時には忌明け
までも一挙に執行するようなことも行われている。そればかりか，直葬や家族葬も近年散見するよ
うになった。⑦むろん花で飾られた祭壇もなかった。ある葬儀社の場合，輿祭壇から菊や百合，カー
ネーション・トルコキキョウ・アメジストなどで飾るフラワー祭壇になったのは3年目からとされ，
今後都会で行われているローソク祭壇も流行する可能性があると言う。⑧左右の廻り灯篭も葬式で
使われ，お盆にも並べる。
　これらは公立の火葬場が出来，霊枢車が迎えに来るようになり，さらに葬祭業者が関与するよう
になってからの近年のめざましい変化である。すなわち葬儀における長年の習俗が一挙に消滅した
ことになる。花輪や生花・盛り籠で祭壇を荘厳するようになったのは，昭和25年当時から都会の
流行が一部で取り入れられたが，全般的になったのは高度成長期以降の変化である。そのなかで宅
葬から葬儀社への葬儀空間の変化は，もっとも高度成長期以降の社会状況の変動の著しい影響を受
けていることは相違ない。
　宅葬が衰退した主な理由は，一言でいえば「簡便さ」ということになるが，特にバブル期以降の
農漁村の著しい生活様式の変化に起因⑪⑪するといえよう。兼業農家が増え，企業に雇用される町
民が多数を占める。人の一生，すなわち出生と死亡が病院で完結するようになり，町外での就職が
多く，以前のような集落内での婚姻が減り，姻戚関係が遠方にまで及ぶこと，若い層が結婚後隣町
の敦賀市へ移住する者が多くなったこと，改築にともなって広い座敷が無くなったことなど生活環
境の変化など，種々の原因があげられる。寺院の無住化・兼務も進んでいる。なかでも1999年に
制定された男女共同参画社会基本法が叫ばれ，近年女性の地位とそれに伴う発言力が増大し，ひと
きわ多忙で気疲れしがちなダイドコロマカナイを敬遠することも，大きな理由に挙げられる。お金
次第で一切を代行してくれる葬儀社に一任するのもわからない訳ではない。多忙な現代人の姿がそ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）
こにある。要するに片田舎の町にも都市化が毎年進行していることが，主要な要因である。
　なお，現在敦賀市には葬儀社が3社あり，たとえば福井県と近県を営業エリアとしている冠婚葬
祭互助会のX社は，まさしく（2）の死者情報の事例の葬儀が行われた14年前の1999年に敦賀市
で開業している。すなわち，当町では20世紀末が一つのエポックになっていると考えられる。ち
なみに当社が扱った平成12年以降24年までの葬儀件数と葬儀費用金額は表2（当社提供）を参照
されたい。
　多額の葬儀費用が掛ることから事前に必要経費を積み立てる互助会制度もあり，営業成果をめ
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ぐって同業間の熾烈な競争が展開されている。なお，当社は冠婚葬祭のみならず介護・福祉，調理，
物流サービスまでも一手に営業しており，利便性が優れていることからよく利用されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）
　その他に近年の変化として，人権問題に絡み帰宅時の「清めの塩」の排斥が叫ばれるとともに「施
餓鬼供養」の名称が「施食会」に変更されたことがあり，例えば曹洞宗の場合，いずれも死者の人
権を尊重するための宗務庁の指導による儀礼の変更とされている。
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　このような十余年間の葬送墓制を巡る民俗の著しい変容は，それだけにとどまらず例えば祭礼行
事においても，少子高齢化や核家族化，村落共同体と家庭の崩壊，日本社会の多様化などにより続
行・継承が困難になっており，日本の民俗文化の将来が危惧される。3・11以後，一方では被災地
において復興をうたった祭礼が各地で復活しているといわれていることは，もっと注目されていい
ことである。先年，舞鶴市の海岸で出会った一老人の言葉によれば，「私は生活の簡素化には反対だ。
簡素化は必ずいずれは廃止に繋がる」という。実際，時代の要請，趨勢とはいえ生活簡素化運動が
招来したものはいったい何であったのか，脱原発・TPP・少子高齢化・限界集落・都市と地方（都
と鄙）の格差問題などなど，民俗文化の基層を揺るがしている現代のさまざまな現象にどのように
対応するのかが民俗学徒の私たちに問われているといっても過言ではない。「死の儀礼というもの
を改めて自分たちのものとして取り戻す」べく，「葬送儀礼の形態というのが消費経済の浸透によっ
て変わってきた。その中で死の意味付けというのをどう見つけていくのか」が問題であると，山田
慎也氏は「葬儀の変化と死のイメージ」のなかで述べている［山田，2013，160］。
⑦・・
・祖霊の行方一エピローグ
　柳田國男は折口信夫・石田英一郎との鼎談「民俗学から民族学へ」のなかで，「この時代になっ
てもまだ古い時代の習慣を残して，これは世間並みだから，人並みのことをしているのだから差
支えない，みんながこういう悪いことをするから，いわゆる御多分にもれないお付き合いをすると
いうのが，私は不幸のもとじゃないかと思います。そういう風だから，時代がすぐ悪くなるのだと
いうことを説いて，いくらか反省させ警戒させることができるのではないか。つまりまだ学問が本
当に学問の機能を果たしていないのではないかと思う」との発言をしている［折口，講談社，2013，
266］。初出は昭和25年2月刊の『民族学研究』第14巻第3号掲載で，第二次世界大戦の敗戦の反
省が基底にあり，経世済民を説き，「古い時代の習慣」，すなわち旧習，悪習についての開明的な柳
田の考えがよくわかる発言である。「人並み」や「世間並み」は一般社会における人付きあいの根
拠であり，とりわけ葬礼の基準を計るものに他ならなかった。とはいえこの発言には当然柳田らし
い深謀遠慮があるのであり，『先祖の話』に見られる祖霊論の「テーゼ」が比定されているわけで
はない。今まさに世上から「世間並み」の輌がほどかれつつあることになるが，むろん柳田は必ず
しもそれを良しとはしないだろう。その意味ではかなり鼎談の発言は矛盾をはらんでいる。「テーゼ」
をふまえての，まさしく本来の「学問の機能」が求められているのである。とりわけ現代の葬儀・
供養のあり方や他界観・霊魂観，増え続ける墓の扱いをどうするのかが今まさに問われている。
　第65回日本民俗学会年会（新潟大学）の翌日，以前から気になっていた高崎市（旧倉渕村）川
浦のオシリョウサマ（オシロウサマ）を訪ねた。榛名山と浅間隠山山麓の■川の渓谷沿いに点在す
る山村の，山際の墓地近辺に屋敷稲荷と並んでそれらしい石祠をいくつか見学したが，資料として
持参した『群馬県史』民俗編や群馬県民俗調査報告書第18集『倉渕村の民俗』，『武尊通信』第15
号［群馬歴史民俗研究会］所載のオシリョウサマの伝承が全く確認できなかったことに愕然とした。
いずれも30年以前に刊行された資料だが，土地の古老とされる七，八十代の老人に尋ねても，あ
やふやながら「盆正月に先祖として祀る」というぐらいがようやく聞き取れた「伝承」である。オ
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シリョウサマは「お死霊様」のことで同族神としてイッケ（同族）で祀り，「死んで三十三年たつ
と神様になるが，このときトムライアゲをする。これをオシロウ様という」と『倉渕村の民俗』の
「屋敷内の神」にある［倉渕村，1976，102］。供養されれば守護神，先祖（祖霊）になり，無縁化す
れば恐ろしい死霊となると言い，本来はその名の通り崇り神であるが，山村の当地においても高度
成長期以降の社会変動が及んでおり，もはやその怨霊としての霊威も機能も失われ，手厚く祀らね
ば激しく崇るという桐喝や脅迫の権能も失われ，山際の草むらに苔むして埋もれている景色が妙に
うら寂しい思いをさせた。このような深刻な事態は何も当地だけの事とはかぎらない。全国各地で
散見する普遍的な現象である。一体何が深く進行しているのか。
　「生者を死霊から守る意味の儀礼が急速に省略化が進行している」として，関沢まゆみ氏は「死
と葬儀の現在」のなかで，「生者を死者から遮断し両者の絶縁を意味する諸儀礼が必要とされたの
は，強く死稜を忌避し，死霊を恐れる観念が存在していたからだと考えられるが，それが1960年
代から1990年代にかけて急速に喪失されてきているということができる。死者は不気味な死骸と
死霊となるのではなく親愛なる死者のまま葬儀の場にいつづけているのである」［関沢，2005，380］
とする。死のケガレと死霊の崇りを恐れてきた，あくまでも「葬儀の場」の変容についての言及で
あるが，オシリョウサマの場合も表面的には死霊観の希薄化については同様ながら，事態は山村の
過疎化や都市化の進行，共同体の崩壊が背景にあり同じ現象とは考えられない。信仰と習俗の合理
化が著しくもはや確固たる他界観が相当揺らいでいるように見える。いわば墓地の一隅の「三界萬
霊等」塔に刻まれた，「三界」と「三世」を見失った彷復える現代人の姿がそこにある。果たして
頑迷な俗信にすぎないといえようか。
　「『死者儀礼』のいま」のなかで井上治代氏は「伝統的な葬儀墓仏壇（位牌）における死者儀
礼は，霊肉二元論にもとつく祖霊信仰を下地に，仏教によって意味づけられ，『家』を基盤にした
儀礼であったが，現代社会では『家』的性格を持った儀礼の縮小，消失が確認された。いわゆる『家』
という集団としての意識を保持することが困難な社会構造になって，個人を単位とした社会の死者
祭祀が模索され，構築されつつある」と述べ，樹木葬の一種「桜葬」を「家の永続性という呪縛か
らの解放」の代替えとしてそこに「自然にみる永遠性」「ゆるやかな共同性」を認めている［井上，
2009，16～17］。折しも9月4日の非嫡子の相続分について，民法の規定を憲法違反とした最高裁
大法廷の判決がでたばかり。家族形態の標準モデルが多様化という風潮によって揺らぎ崩壊しつつ
あることの証左ともいえる。「自由選択をみとめる霊魂観が確立しなければ，やがてこの狭小な国
土は，墓におおわれてしまい，生きた人間の活動するところがなくなってしまう」との，井之口章
次氏の「墓地不要論」［井之口，1977，222］の予想と危惧をはるかに超絶し，飽くなき自由と功利性，
簡素化を追求した結果，日本人としてのアイデンティティは極めてあやふやなものとなり，流民化
に一層拍車がかかるに相違ない。事大主義の権化ともいうべき，理想と象徴の万世一系への何たる
皮肉。
　今でこそ葬祭業は盛行しているものの，今後直葬が一般化すればいずれは衰退するであろうし，
葬式仏教も安閑としてはいられない。年忌供養すら一層省略化が進むに違いない。多額の経費だけ
ではなく，通過儀礼の総仕上げであるゆるやかな年忌の循環過程そのものが現代人の時間間隔にな
じめなくなっているのである。
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　「桜葬」が「近親追憶的」な「非家的先祖」［井上，2003，272］であるとすれば，やはりあえてわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
たしなりの理念を述べると，「家的先祖」の「タモノキ葬」があってもいい。巨木や樹木への親和性と，
「寄らば大樹の陰」の事大主義の負性を見極めねばならないが，同じ樹木葬でも意義は異なる。分
家の初祖を「ダイジョコさん」としてタモノキ（タブノキ）の根元に祀れば，温暖化に伴って日本
中が豊かな照葉樹林の森となる。むろん，33回忌のトムライアゲという緩やかな時間を回復しな
ければならないことは言うまでもない。「気がつけば，東京で一緒に仕事をしていた仲間の多くが，
あちこちの地方で暮らしている。農的な生活を基本に，身近な家族やコミュニティーや文化を大事
に，ユニークな仕事をしている」と，中野民夫氏はエッセー「日々是求日」のなかで「新たなモデ
ル」を模索している［『福井新聞』2013・10・19日付］。その精神的なモデルがそこにある。
　永代供養墓や合祀墓樹木葬は「遠い先祖」の先祖供養をどうするのか。彷復える祖霊の行方，
すなわち無縁餓鬼・亡者とも呼ばれた流民化現象とともに，三世をめぐる日本人のコスモロジー
が根底から問われている。新谷尚紀氏が指摘するように，一人の死者にまつわる「霊魂の問題」や
「社会関係の喪失」は「葬儀社，斎場・火葬場，墓苑の充実だけで解決できるものではない」ので
ある［新谷2002，261］。このままでは私たちの他界観や祖霊をめぐる集合的無意識はますますア
ナーキーなものとなり，その行方は混沌とならざるをえない。
　2014年1月には，ついに宗教学者・葬送の自由をすすめる会会長の島田裕巳氏の著書『0葬一
あっさり死ぬ』が出た。帯に「『葬式も墓も要らない』という人のための，迷惑をかけない死に方
入門1」「死者数年間160万人時代，到来。自然葬（散骨）を超えた『0葬』で，悩める日本人の
死後の不安を解消」とある。ニルヴァーナもここに極まれり。恐ろしいほどのニヒリズムである。
註
（1）　氏の教示によれば，「調査をした現時点での結
果」であり，必ずしも他界観念を否定するものではない
とのこと。先学の柳田説や知識の受け売りをする僧侶の
影響もある由。ただ，以前論争相手を若狭の山村に案内
した折，祖霊信仰が濃厚なのを在住の民俗研究者が柳田
國男の地方弟子であることからその影響ではないかと推
察したことがあり愕然としたが，あらためて資料批判の
在りようが問われているようにも思われた。
（2）一たとえば『徒然草』第19段の記述から「亡き人」
が歳神と類推されることは考えられても，山の神や田の
神を祖霊とする現行の民俗は寡聞にして知らない。
（3）　　『福井新聞』2013・8・8付け経済欄記事による。
なお，10月23日には「そうさい読本一ふくいのマナー
と心得（保存版・78ページ）』が福井新聞社・福井新聞
販売店会から刊行され購読者に配布された。目次によれ
ば「終活・エンディングノート・別れの儀式・通夜と葬
式の準備・弔問の心得・通夜と葬式への参列・家族葬・
後片付けと御礼，挨拶まわり・届出と諸手続き・遺産相
続・仏壇とお墓」について懇切な解説がある。
（4）一同2013・8・18付け特集「日本再生考」に，イ
ンタビュウーをした共同通信編集委員の柿崎明二氏が
「鈴木氏によると，葬式をあげ，墓を維持する意思，あ
るいは力がない家族が増えているという。いずれの場合
も家族に代わって行政が行う可能性が多い。その先にあ
るのは，鈴木氏が言う合祀墓なのかもしれない。「弔祭
の社会化」である」と付記している。
（5）　大まかにいえば世相の転変は何処も同じであ
り，当地にこだわることは何もないのであるが，たまた
ま国立歴史民俗博物館民俗研究部「死・葬送・墓制の変容」
共同研究会（1998年度）で10年間の当該テーマの調査
に携わった折，調査地を選ぶ際に養子だった亡父の出身
地であり，今なお従弟や親戚の多い当地が調査もしやす
く，かつテーマの設定時期にほぼ合致したことが大きな
理由である。葬式の実態調査ほどいかに鉄面皮とはいえ
やりにくいものはないから，必然的に肉親や親類縁者に
頼ることになる。したがって，調査時期に義理の叔父，
次いで従兄が今春死亡するということもあり，望むべく
もない事例に際会したこと，つまり格好のインフォーマ
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ントがいる家を選んで十分な聞き書きが出来たことは不
謹慎な言い方になるが研究上は大変有意義であった。
（6）一供物のご飯を外へ投げるのは「生飯」（サバ）
であろう。町内の曹洞宗の寺院で行われているが，餓鬼
に施すと言いながらその儀礼を表す名称はない。敦賀市
白木では1日と15日に「サンバノメシ」と言い，玄関
にご飯を供える。鴉や獣が食べれば供養になるという。
滋賀県の多賀大社のセンジキも「施食」であり，古来の
烏勧請と仏教の儀礼が神仏習合の時代に複合して現在ま
で継承されている（拙稿「若狭の烏勧請」参照）。
（7）一寝棺について，岡村周薩『葬送に関する諸種の
儀礼』によれば，「近年長方形の棺を製造し之を寝棺と
称し，死体を納めて仰臥せシむる者もあるが，此の種の
棺は外国即ち西洋諸国より伝はりしものにして，死体を
寝棺に納めて，出棺及び葬式を行ふは仏教の法式に違背
するものである」と述べている［岡村，1940，10］。
（8）　　同書によれば，「頭北面西の儀」について「是
れ即ち釈迦如来が浬磐に入り給ひし時の様に倣ふもので
ある」とし，「極楽浄土を以て西方に在りとなすが故に，
面西に一種の意義を生じ」たする。枕経についても「徳
川幕府時代に在りて宗門改めの制度を施行ししたる結
果，死者を葬るには手次寺の許可を必要としたれば，手
次寺は死体を検する必要より死体の納棺以前に参詣して
枕経を行ふ習慣を生じた」と述べている［岡村，19402
～
7］。
（9）一筆は坂本育男氏（福井県歴史博物館副館長・日
本民俗学会会員）が分担した。
（10）一『広辞苑』はチシゴを「知死期」とするが，む
しろ潮の干満で判断することからすれば「血潮」の転説
と考えられる。「チシゴを繰る」ともいう（『わかさ美浜
町誌』美浜の文化第5巻「語る・歌う」参照）。
（11）一拙稿「同族神の試論的考察一若狭におけるダイ
ジョコ・地荒神・杜神をめぐって」参照。
（12）一執筆は故・小林一男氏（元福井県文化財保護審
議会委員，美浜町在住）による。
（13）一日向区・麻生区・佐田区などでは葬祭規定を決
めており，例えば麻生区では「葬式進行等の手順」「葬
儀社の祭壇等で自宅または寺で行う場合」「葬式のすべ
てを葬儀社等の会場で行う場合」「古来どおりの葬式を
行う場合」「村念仏に関する事」「総祈祷に関すること」
などが詳しく規定されている。
（14）一「清め塩」の廃止は，死者の人権を尊重する
ことを重視して，四日市仏教会（六宗派一九五寺）が
1998年5月の総会で決議し，各地の葬祭業も賛同して
全国的に拡大したもの。
（15）一西行をはじめ，日本人は何故巨木の下への埋葬
を願うのか。10月13日に亡くなった漫画家のやなせた
かし氏は，出身地の高知県香美市香北町朴ノ木の実家跡
地に自筆の詩「一本の朴ノ木にぼくはなりたい」と刻ん
だ石碑が来年2月に建立されるという　（『福井新聞』10
月21日付）。
＊写真12，13，14，15，17，18，30，31は美浜町文化
財室提供。
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Changes　in　Fllneral　and　B11㎡al　Practices　in　Wakasa：
ACase　Study　of　Mihama　Tb㎜，　Mikata　District，　Fllkui　Pre飴cture
KANEDA　Hisaaki
　　　Only　over　the　two　to　three　decades　after　the　high　economic　growth　period，　traditional　funeral
and　burial　practices　and　customs　changed　drastically　or　disappeared　completely　in　Japan，　in　parallel
with　the　spread　of　public　crematories　to　provinces，　the　improvement　in　the　quality　of　life，　the
simplification　of　ceremonies　including　funeral　and　ancestral　rites，　and　the　increasing　involvement
of　funeral　directors．　Moreover，　the　problems　of　the　so－called　shrinking　society，　such　as　an　aging
population，　declining　birthrates，　a　decrease　in　the　total　population　size，　and　rural　depopulation，　as
well　as　the　collapse　of　communities　and　the　nuclearization　of　families，　have　been　observed　all　over
the　country，　and　the　emergence　of　an　information　society　coinciding　with　changes　in　the　life　style
has　rapidly　spread　the　urban　culture　to　the　rural　areas．　As　a　result，　family　funerals　have　gradually
become　more　common，　and　it　seems　that　cremation　services　without　funeral　services　will　also　spread
to　the　rural　areas　in　the　near　future．　This　ar6cle　traces　the　shifts　in　funeral　rites，　the　bon免sdval　and
other　memorial　services　for　ancestors　over　three　generations　in　a　fishing　and　agrarian　village　on　the
west　coast　in　the　Tsuruga　Peninsula（Sugahama，　Mihama　Tbwn，　Mikata　District，　Fukui　Prefecture）
and　outlines　the　funeral　and　burial　practices　within　the　town　and　the　prefecture　to　examine　what
has　disappeared，　what　has　been　added，　and　what　has　remained　unchanged　in　spite　of　the　radical
transformation　of　the　society　While　keeping　in　mind　that　the　liberalization　of　funeral　practices　seems
an　inevitable　folk　phenomenon　which　reflects　an　aspect　of　the　times，　this　article　also　discusses
funeral　rites，　memorial　services，　graves，　the　view　of　the　next　world，　and　ancestor　spirit　beliefs　as
new　ideologies　of　the　Japanese．　The　transitions　in　funeral　and　burial　practices　show　the　crisis　of　the
contemporary　view　of　the　family，　and　it　seems　that　these　phenomena　observed　in　the　urban　areas
will　soon　spread　to　the　rural　areas．　Therefore，　now　it　is　time　to　redirect　attention　to　the　fundamental
identity　of　the　Japanese　defined　by　Kunio　Yanagida，　who　felt　a　sense　of　crisis　about　the　future　of　Japan
after　the　defeat　in　Wbrld　War　II　and　described　the　view　of　the　next　world　in　the　ancient　Japanese
society　as　an　ideal　form　of　ancestor　spirit　beliefs　in　his　paper‘Where　the　Soul　Goes　after　Death．”
We　have　a　right　to　make　ourselves　comfortable　in　the　grave，
where　we　will　unload　burdens　and　corpses　we　don’t　know　what　to　do　with．
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When　the　earth　is　covered　with　graves　and　imbued　with　silence　and　calm，
the　principle　of　equality，　which　ended　in　an　empty　dre㎜in　this　world，　will　manifest　itself．
“IL”by　Mitsuharu　Kaneko
Adirty　dog　is　sitting　on　the　tatami　floor　and　chanting　at　the　altar．
Now　that　my　master　passed　away，　is　there　anyone　but　me　who　worships　ancestors？
“Caricatures　of　Birds　and　Beasts”by　H司ime　Takenokoshi
Key　words：the　view　of　the　next　world，　ancestor　spi亘t　beliefs，　services　in　perpetuity　for　the　dead，　an
increase　in　funerals　and　graves　for　those　who　left　no　relatives　behind，　an　increase　in　rootless　people
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